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４ 各部類別・市場別の状況  －令和元年集計業者－ 

（１） 水産物部 

売上総利益率は、全体では前年（１４．８％）より上昇した。 

一方、経常利益率は、全体では前年（０．６％）を下回った。市場別にみると、前年に引

き続き足立市場はマイナスであった。また、豊洲市場及び大田市場については、前年に

引き続きプラスであった。 

 

自己資本比率は、全体では前年（２１．６％）を上回ったものの、前年に引き続き大田市

場はマイナス（債務超過）であった。また、借入金比率は、全体では前年（５４．５％）を下回

ったものの、依然として各市場とも高い割合で推移している。 

 

（％） 

（％） 
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経常赤字業者の割合を売上規模別にみると、売上高１億円未満では６８％、 

売上高１億円以上３億円未満では４５％、売上高３億円以上５億円未満では４６％となって

おり、経常赤字は売上規模が小さい業者の割合が高かった。また、売上高３０億円以上の

業者では、８割以上が経常黒字となった。 

 

 

 

水産物部の市場別主要経営指標（表４－１） 

 

 

 



 - 35 -  

（２） 青果部 

 

売上総利益率は、全体では前年（１２．９％）を上回った。市場別にみると豊洲市場が

最も高かった。 

経常利益率は、全体では前年（１．１％）を下回った。市場別にみると、全ての市場に

おいてプラスとなった。 

 

 

 

 

 

（％） 
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自己資本比率は、全体では前年（４１．３％）を上回った。市場別にみると、北足立市場が

最も高かった。 

また、借入金比率は、全体では前年（３７．４％）を下回った。市場別にみると、世田谷市

場、次に豊洲市場が高く、豊島市場が最も低かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 
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経常赤字業者の割合を売上規模別にみると、売上高１億円未満では３７％、 

売上高１億円以上３億円未満では４８％、売上高３億円以上５億円未満では３４％とな

っており、売上規模が小さい業者の赤字の割合が高かった。 

 

青果部の市場別主要経営指標（表４－２） 
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（３） 花き部 
 

売上総利益率は、全体では前年（１７．８％）を上回った。市場別にみると、前年に引き続

き板橋市場が最も高かった。 

経常利益率は、全体では前年（０．８％）を下回った。市場別にみると、前年に引き

続き北足立市場はマイナスであった。 

 

 

自己資本比率は、全体では前年（２７．０％）を下回った。市場別にみると、前年に引き

続き北足立市場がマイナス（債務超過）となった。 

また、借入金比率は、全体では前年（３４．１％）を上回った、市場別にみると、板橋市場

が最も高かった。 

 

（％） 

（％） 
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経常赤字業者の割合を売上規模別にみると、売上高１億円未満では全ての業者、 

売上高１億円以上３億円未満では５０％であった一方、売上高３０億円以上の業者では、

全ての業者が経常黒字となった。 

 

花き部の市場別主要経営指標（表４－３） 
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（４） 食肉部 

売上総利益率は前年（８．０％）と同率、経常利益率は前年（１．２％）に対し０．７％と下

回り、自己資本比率は前年（２７．７％）に対し２７．６％と下回った。また、借入金比率は 

前年（５３．９％）を上回り５４．５％となった。 

 
 

経常赤字業者の割合を売上規模別にみると、売上高３億円以上５億円未満及び   

５億円以上１０億円未満の業者は全て経常黒字であったが、売上高１０億円以上の業者

は７割超が経常黒字であった。 

 

食肉部の市場別主要経営指標（表４－４） 

 

(%) 


